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お父さん、お母さん、ありがとう！ぼく、1歳になりました。
今月号では令和３年４月生まれの子どもを紹介します。
とびっきりの笑顔でデビューです。 ４月２２日生まれ

中島 大琥くん
（東島）父：史博さん
　　　  母：愛さん

これからもお姉ちゃんと仲良く、
元気いっぱい、ニコニコ笑顔いっ
ぱいの大琥で、みんなを楽しませ
てね┻

た　く

大きく
　なったでしょ！

　安田町内の登録店舗等で使用できる商品券
「がんばるやすだ応援券」（1人あたり1万円分）
を、４月末から各世帯主あてに「ゆうパック」
でお届けしています。

　長期不在などで受け取りがなかった商品券は
町で保管していますので、受け取りを希望する
方は令和4年9月30日までに受け取り手続きを
行ってください。
　手続きには本人確認書類や印鑑が必要です。
また、世帯主以外の世帯員や、委任による代理
人でも手続きできます。
　詳細については、町ホームページをご覧いた
だくか、下記までお問い合わせください。

＜商品券使用期間＞
令和4年5月1日～令和4年9月30日
＜商品券が使用可能な店舗等＞
商品券発送時に4月15日時点の登録店舗一覧を
同封しています。また、各店舗等には、ポス
ター等が貼られています。

使用期限は令和4年9月30日（金）までです！使用期限は令和4年9月30日（金）までです！

問い合わせ先　役場総務課　☎38－6711　FAX 38－6780 
　　　　　　　町HP　https://www.town.yasuda.kochi.jp/

※使用に関する注意事項は商品券裏面に記載があります

●商品券使用にあたり、つり銭は出ません。

がんばるやすだ応援券
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⑮
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令和4年度当初予算決定

一般会計予算 31億2,600万円（前年度対比1.2%減）

「共に生き　未来につなぐ　安田町
～みんなで創る　共生空間～」

の実現に向けて

一般会計31億2,600万円の内訳

令和4年度 会計別予算額 （単位：万円）
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△３．９

４．３

４．６

０．０

△１．１

特

　
　
　別

　
　
　会

　
　
　計

会 計 区 分

一 般 会 計

合　　　 計

予 算 額 増 減 額 増減率％

国　　保

後期高齢者

簡　　水

土地開発

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
を
家
計
に
例
え
る
と
、
年
収
20
万
2
千
円
の

家
庭
が
、
新
た
に
27
万
円
の
ロ
ー
ン
を
組
み
、
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
や
貯

金
の
取
り
崩
し
66
万
3
千
円
と
親
（
国
・
県
）
か
ら
の
仕
送
り
1
9
9

万
1
千
円
を
受
け
て
、
年
間
3
1
2
万
6
千
円
で
暮
ら
し
て
い
る
状
況

と
い
え
ま
す
。

視　　　点

歳 出
総　 額

31億2,600万円

経常的経費
81.8%

投資的経費
18.2%

その他
1億335万
5千円
3.3% 公債費

3億7,672万
7千円
12.1 %

補助費等
6億3,877万
7千円
20.4%

扶助費
6,267万
9千円
2.0%

物件費
5億4,539万
2千円
17.5%

人件費
6億2,588万
2千円
20.0%

人件費
6億2,588万
2千円
20.0%

建設事業費等
5億6,980万
9千円
18.2%

建設事業費等
5億6,980万
9千円
18.2%

繰出金
2億337万
9千円
6.5%

地方譲与税・交付金 
9,160万1千円
2.9％

繰入金
4億4,521万円
14.2％

自主財源
27.7%

依存財源
72.3%

財産収入
1,443万5千円
0.5％

諸収入
9,987万9千円
3.2％

その他
1億371万5千円
3.3 ％

地方交付税
13億5,000万円

43.2％

歳 入
総　 額

31億2,600万円

国庫支出金
3億
806万8千円
9.9％

町税
2億239万2千円
6.5％

町税
2億239万2千円
6.5％

県支出金
2億4,120万円
7.7％

町債
2億
6,950万円
8.6％

□一般会計の目的別予算額

議会費

総務費

民生費

労働費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

災害復旧費

消防費

教育費

公債費

諸支出金

予備費

合計

22.9

16.2

12.2

10.0

2.3

10.0

4.4

6.3

12.1

3.6

100.0

52,145千円

665,420千円

506,841千円

20千円

380,981千円

311,077千円

74,647千円

299,339千円

12,880千円

137,999千円

195,874千円

376,727千円

107,050千円

5,000千円

3,126,000千円

内訳 構成比（％）予算額

　
予
算
は
、
行
政
を
進
め
る
う
え

で
の
計
画
表
で
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
と
経
済
の
再

生
を
最
優
先
課
題
と
位
置
づ
け
「
成

長
と
分
配
の
好
循
環
」
と
「
コ
ロ

ナ
後
の
新
し
い
社
会
の
開
拓
」
を

基
本
と
し
、
地
方
が
地
域
社
会
の

デ
ジ
タ
ル
化
や
公
共
施
設
の
脱
炭

素
化
の
取
組
等
の
推
進
、
消
防
・

防
災
力
の
一
層
の
強
化
等
に
取
り

組
み
つ
つ
、
安
定
的
な
財
政
運
営

が
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
地
方

財
政
措
置
を
行
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
本
町
に
お
い
て
は
引
き
続
き
、

厳
し
い
財
政
運
営
が
予
測
さ
れ
ま

す
。

　
令
和
４
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

「
安
田
町
総
合
振
興
計
画
」
を
基
本

と
し
、
安
田
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を

念
頭
に
お
い
た
地
域
振
興
の
積
極

的
な
推
進
や
移
住
促
進
、
生
活
基

盤
整
備
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
、

中
山
間
地
域
対
策
な
ど
の
重
要
課

題
へ
の
対
応
と
し
て
、

①
社
会
基
盤
整
備
・
環
境
保
全
へ

の
取
組

②
産
業
振
興
の
推
進

③
子
育
て
支
援
・
健
康
福
祉
の
推
進

④
教
育
・
文
化
活
動
の
推
進

⑤
協
働
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

推
進

　
を
基
本
目
標
と
し
、
目
標
の
達

成
に
向
け
、

①
町
民
の
声
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
、
町
民
の
目
線
に
立
っ
て
共

に
歩
く
ま
ち
づ
く
り

②
農
業
振
興
・
後
継
者
対
策
・
遊

休
農
地
対
策
へ
の
取
組

③
若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

④
高
齢
者
福
祉
へ
の
取
り
組
み

⑤
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

⑥
人
口
減
少
に
対
応
し
た
定
住
促

進
対
策

　
の
６
項
目
を
主
要
施
策
と
し
て
、

地
域
振
興
や
住
民
の
安
全
・
安
心

の
確
保
等
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
資

質
向
上
を
目
指
し
、「
共
に
生
き
　

未
来
に
つ
な
ぐ
安
田
町
」
の
実
現

に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

地
方
創
生
、
産
業
振
興
等
の

課
題
に
引
き
続
き
重
点
投
資

　
本
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

総
額
は
３１
億
２
，６
０
０
万
円
で
昨

年
度
に
比
べ
３
，８
０
０
万
円
（
１
・

２
％
）
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
産
業
振
興
等
の
課
題
に

対
応
し
た
予
算
を
計
上
し
た
も
の

の
、
旧
中
山
小
中
学
校
改
修
事
業

が
完
了
し
た
こ
と
等
か
ら
、
前
年

度
を
下
回
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
財
源
不
足
額
は
、
特
定

財
源
を
伴
わ
な
い
経
常
経
費
の
増

加
や
広
域
行
政
負
担
金
対
応
に
よ

り
、
昨
年
度
よ
り
増
加
し
て
お
り
、

本
年
度
も
貯
金
で
あ
る
基
金
を
約

４
億
４
，５
０
０
万
円
取
り
崩
す
こ

と
で
歳
入
の
不
足
を
賄
っ
て
い
ま

す
。
本
町
で
は
、
自
主
財
源
の
主

要
と
な
る
税
収
が
収
入
財
源
の
一

割
に
も
満
た
ず
、
歳
入
の
約
６
割

を
国
や
県
に
依
存
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　
町
の
財
政
は
地
方
債
の
償
還
額

が
ピ
ー
ク
期
を
超
え
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
以
前
よ
り
も
安
定
し
て

き
ま
し
た
が
、
過
年
来
実
施
し
て

き
た
道
路
改
良
事
業
や
公
営
住
宅

建
設
事
業
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
係
る
新
規
発
行
債
の
償
還
が
順

次
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
償
還
額
が

増
加
に
転
じ
て
お
り
、
国
・
県
の

事
業
や
基
金
等
の
財
源
を
有
効
に

活
用
し
な
が
ら
、
的
確
な
見
通
し

の
も
と
、
持
続
的
で
健
全
な
財
政

運
営
を
維
持
す
る
と
同
時
に
、
令

和
２
年
３
月
に
策
定
し
た
「
安
田

町
総
合
振
興
計
画
（
２
０
２
０
〜

２
０
２
９
）」
や
「
第
２
期
安
田
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
実
践
に
積
極
的
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
行
政
改
革
に
は
引
き
続
き
し
っ

か
り
と
取
り
組
み
、
行
政
経
営
の

視
点
に
立
っ
て
、
町
民
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
柔
軟
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
皆
さ
ん
方

一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く
り
の
主

人
公
と
し
て
の
意
識
を
強
く
持
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
国
の
進

め
る
地
方
行
財
政
改
革
な
ど
に
よ

る
町
の
財
政
事
情
に
つ
い
て
も
格

段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

令和４年度の一般会計と特別４会計の当初予算が３月の定例議会で成立
一般会計を中心にお知らせします。



③ ②広 報 や す だ 広 報 や す だNo.677 No.677令和 4年（2022年） 5 月 1 日 令和 4年（2022年） 5 月 1 日

令和4年度当初予算決定

一般会計予算 31億2,600万円（前年度対比1.2%減）

「共に生き　未来につなぐ　安田町
～みんなで創る　共生空間～」

の実現に向けて

一般会計31億2,600万円の内訳

令和4年度 会計別予算額 （単位：万円）

３１２，６００

４４，２３０

５，３００

２３，１４０

２００

３８５，４７０

△３，８００

△１，７８０

２２０

１，０１０

０

△４，３５０

△１．２

△３．９

４．３

４．６

０．０

△１．１

特

　
　
　別

　
　
　会

　
　
　計

会 計 区 分

一 般 会 計

合　　　 計

予 算 額 増 減 額 増減率％

国　　保

後期高齢者

簡　　水

土地開発

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
を
家
計
に
例
え
る
と
、
年
収
20
万
2
千
円
の

家
庭
が
、
新
た
に
27
万
円
の
ロ
ー
ン
を
組
み
、
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
や
貯

金
の
取
り
崩
し
66
万
3
千
円
と
親
（
国
・
県
）
か
ら
の
仕
送
り
1
9
9

万
1
千
円
を
受
け
て
、
年
間
3
1
2
万
6
千
円
で
暮
ら
し
て
い
る
状
況

と
い
え
ま
す
。

視　　　点

歳 出
総　 額

31億2,600万円

経常的経費
81.8%

投資的経費
18.2%

その他
1億335万
5千円
3.3% 公債費

3億7,672万
7千円
12.1 %

補助費等
6億3,877万
7千円
20.4%

扶助費
6,267万
9千円
2.0%

物件費
5億4,539万
2千円
17.5%

人件費
6億2,588万
2千円
20.0%

人件費
6億2,588万
2千円
20.0%

建設事業費等
5億6,980万
9千円
18.2%

建設事業費等
5億6,980万
9千円
18.2%

繰出金
2億337万
9千円
6.5%

地方譲与税・交付金 
9,160万1千円
2.9％

繰入金
4億4,521万円
14.2％

自主財源
27.7%

依存財源
72.3%

財産収入
1,443万5千円
0.5％

諸収入
9,987万9千円
3.2％

その他
1億371万5千円
3.3 ％

地方交付税
13億5,000万円

43.2％

歳 入
総　 額

31億2,600万円

国庫支出金
3億
806万8千円
9.9％

町税
2億239万2千円
6.5％

町税
2億239万2千円
6.5％

県支出金
2億4,120万円
7.7％

町債
2億
6,950万円
8.6％

□一般会計の目的別予算額

議会費

総務費

民生費

労働費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

災害復旧費

消防費

教育費

公債費

諸支出金

予備費

合計

22.9

16.2

12.2

10.0

2.3

10.0

4.4

6.3

12.1

3.6

100.0

52,145千円

665,420千円

506,841千円

20千円

380,981千円

311,077千円

74,647千円

299,339千円

12,880千円

137,999千円

195,874千円

376,727千円

107,050千円

5,000千円

3,126,000千円

内訳 構成比（％）予算額

　
予
算
は
、
行
政
を
進
め
る
う
え

で
の
計
画
表
で
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
と
経
済
の
再

生
を
最
優
先
課
題
と
位
置
づ
け
「
成

長
と
分
配
の
好
循
環
」
と
「
コ
ロ

ナ
後
の
新
し
い
社
会
の
開
拓
」
を

基
本
と
し
、
地
方
が
地
域
社
会
の

デ
ジ
タ
ル
化
や
公
共
施
設
の
脱
炭

素
化
の
取
組
等
の
推
進
、
消
防
・

防
災
力
の
一
層
の
強
化
等
に
取
り

組
み
つ
つ
、
安
定
的
な
財
政
運
営

が
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
地
方

財
政
措
置
を
行
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
本
町
に
お
い
て
は
引
き
続
き
、

厳
し
い
財
政
運
営
が
予
測
さ
れ
ま

す
。

　
令
和
４
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

「
安
田
町
総
合
振
興
計
画
」
を
基
本

と
し
、
安
田
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を

念
頭
に
お
い
た
地
域
振
興
の
積
極

的
な
推
進
や
移
住
促
進
、
生
活
基

盤
整
備
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
、

中
山
間
地
域
対
策
な
ど
の
重
要
課

題
へ
の
対
応
と
し
て
、

①
社
会
基
盤
整
備
・
環
境
保
全
へ

の
取
組

②
産
業
振
興
の
推
進

③
子
育
て
支
援
・
健
康
福
祉
の
推
進

④
教
育
・
文
化
活
動
の
推
進

⑤
協
働
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

推
進

　
を
基
本
目
標
と
し
、
目
標
の
達

成
に
向
け
、

①
町
民
の
声
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
、
町
民
の
目
線
に
立
っ
て
共

に
歩
く
ま
ち
づ
く
り

②
農
業
振
興
・
後
継
者
対
策
・
遊

休
農
地
対
策
へ
の
取
組

③
若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

④
高
齢
者
福
祉
へ
の
取
り
組
み

⑤
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

⑥
人
口
減
少
に
対
応
し
た
定
住
促

進
対
策

　
の
６
項
目
を
主
要
施
策
と
し
て
、

地
域
振
興
や
住
民
の
安
全
・
安
心

の
確
保
等
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
資

質
向
上
を
目
指
し
、「
共
に
生
き
　

未
来
に
つ
な
ぐ
安
田
町
」
の
実
現

に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

地
方
創
生
、
産
業
振
興
等
の

課
題
に
引
き
続
き
重
点
投
資

　
本
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

総
額
は
３１
億
２
，６
０
０
万
円
で
昨

年
度
に
比
べ
３
，８
０
０
万
円
（
１
・

２
％
）
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
産
業
振
興
等
の
課
題
に

対
応
し
た
予
算
を
計
上
し
た
も
の

の
、
旧
中
山
小
中
学
校
改
修
事
業

が
完
了
し
た
こ
と
等
か
ら
、
前
年

度
を
下
回
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
財
源
不
足
額
は
、
特
定

財
源
を
伴
わ
な
い
経
常
経
費
の
増

加
や
広
域
行
政
負
担
金
対
応
に
よ

り
、
昨
年
度
よ
り
増
加
し
て
お
り
、

本
年
度
も
貯
金
で
あ
る
基
金
を
約

４
億
４
，５
０
０
万
円
取
り
崩
す
こ

と
で
歳
入
の
不
足
を
賄
っ
て
い
ま

す
。
本
町
で
は
、
自
主
財
源
の
主

要
と
な
る
税
収
が
収
入
財
源
の
一

割
に
も
満
た
ず
、
歳
入
の
約
６
割

を
国
や
県
に
依
存
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　
町
の
財
政
は
地
方
債
の
償
還
額

が
ピ
ー
ク
期
を
超
え
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
以
前
よ
り
も
安
定
し
て

き
ま
し
た
が
、
過
年
来
実
施
し
て

き
た
道
路
改
良
事
業
や
公
営
住
宅

建
設
事
業
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
係
る
新
規
発
行
債
の
償
還
が
順

次
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
償
還
額
が

増
加
に
転
じ
て
お
り
、
国
・
県
の

事
業
や
基
金
等
の
財
源
を
有
効
に

活
用
し
な
が
ら
、
的
確
な
見
通
し

の
も
と
、
持
続
的
で
健
全
な
財
政

運
営
を
維
持
す
る
と
同
時
に
、
令

和
２
年
３
月
に
策
定
し
た
「
安
田

町
総
合
振
興
計
画
（
２
０
２
０
〜

２
０
２
９
）」
や
「
第
２
期
安
田
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
実
践
に
積
極
的
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
行
政
改
革
に
は
引
き
続
き
し
っ

か
り
と
取
り
組
み
、
行
政
経
営
の

視
点
に
立
っ
て
、
町
民
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
柔
軟
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
皆
さ
ん
方

一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く
り
の
主

人
公
と
し
て
の
意
識
を
強
く
持
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
国
の
進

め
る
地
方
行
財
政
改
革
な
ど
に
よ

る
町
の
財
政
事
情
に
つ
い
て
も
格

段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

令和４年度の一般会計と特別４会計の当初予算が３月の定例議会で成立
一般会計を中心にお知らせします。



⑤ ④広 報 や す だ 広 報 や す だNo.677 No.677令和 4年（2022年） 5 月 1 日 令和 4年（2022年） 5 月 1 日

一人当たりに使うお金は

125万1 , 401円
　　    　 （人口 2,498人　令和4年2月1日 住基人口）

　町民一人当たりの一般会計予算額は、1,251,401 円
になります。
　目的別の予算額は左記のとおりです。

議会費・総務費 287,256円
民生費・労働費 202,907円
衛生費 152,514円
農林水産業費 124,530円
商工費 29,883円
土木費・災害復旧費 124,988円
消防費 55,244円
教育費 78,412円
公債費 150,811円
諸支出金・予備費 44,856円
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2,000

3,000

4,000

5,000
百万円

【一般会計予算規模と町債残高の推移】

歳出額
町債残高

２９年度
３,０７４
３,２７３

30年度
３,３７３
３,２２４

４年度当初
３,１２６
４,４４６

３年度決算見込
３,７７４
４,５４２

２年度
４,４３１
４,４０８

元年度
４,２７９
３,７８２

※町が1年間に使うお金の総額を歳出といいます。令和4年度の歳出額は、旧中山小中学校改修事業
が完了したことから、前年度決算見込額からは減額となっています。
　また、町の借金である町債の残高は、近年の大型建設事業の実施により増加傾向に転じています。
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百万円

【基金現在高の推移】

財政調整基金
減債基金
その他特目基金
合　計

４９２
４８１
２,１４０
３,１１３

４４０
４５６
２,１２８
３,０２４

１２５
３３６
１,３３９
１,８００

２９年度 ３０年度 ４年度当初
３４８
３７５
１,３５７
２,０８０

３年度決算見込
２８６
３３１
１,３６１
１,９７８

２年度
３４８
３８８
１,５２１
２,２５７

元年度

※町の貯金を基金といいます。財源不足を補うため、毎年度取り崩しています。
　令和4年度は一般会計で約4億4,500万円の基金を取り崩して年間の支出を賄おうとしています。

主要施策の概要令和４年度

協働・コミュニティ活動の推進
・魅力あふれるまちづくり活動促進事業 445 万円
・町広報活動 337 万円
・集落活動センター推進事業 213 万円
・多目的交流センター管理事業 906 万円
・大学連携事業 100 万円

社会基盤整備・環境保全への取組
・社会資本整備総合交付金事業 2 億 2,653 万円
・農業用水路等長寿命化・防災減災事業 4,150 万円
・生活用水対策事業 500 万円
・地域公共交通事業　　　 920 万円
・環境美化推進事業　　　　　 1,358 万円
・森林経営計画事業 810 万円

産業振興の推進
・園芸用ハウス整備事業 3,366 万円
・新規就農総合支援事業 1,376 万円
・環境保全型農業・振興作物推進事業 406 万円
・鳥獣被害対策事業 1,242 万円
・安田の夢プラン推進事業 624 万円
・安田のファンづくり事業 210 万円

子育て支援・健康福祉の推進
・中芸広域連合による保健、福祉の連携した
　総合的な事業推進 6,897 万円
・介護予防生活支援事業 204 万円
・子育て支援事業 1,200 万円
・地域福祉活動推進事業 5,698 万円
・高齢者等居宅生活相談事業 380 万円

教育・文化活動の推進
・未来を拓く人材育成事業 573 万円
・学習支援員配置事業 905 万円
・安田っ子体験事業 50 万円
・歴史資源活用・偉人顕彰事業 461 万円
・放課後子ども総合プラン推進事業 163 万円
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になります。
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財政調整基金
減債基金
その他特目基金
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４８１
２,１４０
３,１１３
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４５６
２,１２８
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１２５
３３６
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２９年度 ３０年度 ４年度当初
３４８
３７５
１,３５７
２,０８０

３年度決算見込
２８６
３３１
１,３６１
１,９７８

２年度
３４８
３８８
１,５２１
２,２５７

元年度

※町の貯金を基金といいます。財源不足を補うため、毎年度取り崩しています。
　令和4年度は一般会計で約4億4,500万円の基金を取り崩して年間の支出を賄おうとしています。

主要施策の概要令和４年度

協働・コミュニティ活動の推進
・魅力あふれるまちづくり活動促進事業 445 万円
・町広報活動 337 万円
・集落活動センター推進事業 213 万円
・多目的交流センター管理事業 906 万円
・大学連携事業 100 万円

社会基盤整備・環境保全への取組
・社会資本整備総合交付金事業 2 億 2,653 万円
・農業用水路等長寿命化・防災減災事業 4,150 万円
・生活用水対策事業 500 万円
・地域公共交通事業　　　 920 万円
・環境美化推進事業　　　　　 1,358 万円
・森林経営計画事業 810 万円

産業振興の推進
・園芸用ハウス整備事業 3,366 万円
・新規就農総合支援事業 1,376 万円
・環境保全型農業・振興作物推進事業 406 万円
・鳥獣被害対策事業 1,242 万円
・安田の夢プラン推進事業 624 万円
・安田のファンづくり事業 210 万円

子育て支援・健康福祉の推進
・中芸広域連合による保健、福祉の連携した
　総合的な事業推進 6,897 万円
・介護予防生活支援事業 204 万円
・子育て支援事業 1,200 万円
・地域福祉活動推進事業 5,698 万円
・高齢者等居宅生活相談事業 380 万円

教育・文化活動の推進
・未来を拓く人材育成事業 573 万円
・学習支援員配置事業 905 万円
・安田っ子体験事業 50 万円
・歴史資源活用・偉人顕彰事業 461 万円
・放課後子ども総合プラン推進事業 163 万円



⑦ ⑥広 報 や す だ 広 報 や す だNo.677 No.677令和 4年（2022年） 5 月 1 日 令和 4年（2022年） 5 月 1 日

○地域活性化拠点施設の整備
　住民福祉の向上と地域活性化の拠点として「多目的交流センターなかやま」の整備を行いました。 

○安全で安心できる生活基盤の整備
　災害に強いまちづくりを推進するため道路側溝の改修を
行いました。

　
　子どもたちの通学路安全対策として、横断歩道の整備
を行いました。

共に生き　未来につなぐ　安田町
～みんなで創る　共生空間～

令和3年度の事業実績

多目的交流センターなかやま 地域密着型サービス施設（レクリエーション室）

○南海トラフ地震対策
　南海トラフ地震対策として、橋梁の耐震対策及び保全工事を行いました。

　整備を進めてきた「町多目的交流センターなかやま」がこのほど完成を迎えました。
　オープンに先立ち、完成した施設を中芸地域の皆さんにご覧いただくため、３月２７日に開催した内覧会には、
１００人を超える方々が来場し「校舎の雰囲気が残っていて懐かしい」や「新しく改修した旧校舎の活用がとても楽
しみ」など、新しい施設の活用に期待する声が寄せられていました。
　（写真は地域密着型サービス施設の説明を聞く見学者）

安田町多目的交流センターなかやま
内覧会を開催

安田町多目的交流センターなかやま
内覧会を開催

　町民の声がしっかり届く、町民の目線に立った、町民と共に歩くまちづくりを進めるため「町長室開放日」
と「町長の中山支所勤務日」を設けています。
　日ごろ感じていることや役場への提言など、皆さまのご意見をお聞かせください。
　５月は、下記の日程で中山支所勤務日を実施します。

5月の「中山支所勤務日」について

※来客の状況により、若干お待ちいただく場合や、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となる
　場合がありますのでご了承ください。

　◆中山支所勤務日　　5月20日（金）
　◎基　準　時　間 午前１０：００から１２：００まで ／ 午後２：００から５：００まで

安田川橋東詰交差点

東西島橋 正弘橋

町道小川日々入線
センターに関する問い合わせ先　役場中山支所　☎39－2008　FAX32－4008
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○地域活性化拠点施設の整備
　住民福祉の向上と地域活性化の拠点として「多目的交流センターなかやま」の整備を行いました。 

○安全で安心できる生活基盤の整備
　災害に強いまちづくりを推進するため道路側溝の改修を
行いました。

　
　子どもたちの通学路安全対策として、横断歩道の整備
を行いました。

共に生き　未来につなぐ　安田町
～みんなで創る　共生空間～

令和3年度の事業実績

多目的交流センターなかやま 地域密着型サービス施設（レクリエーション室）

○南海トラフ地震対策
　南海トラフ地震対策として、橋梁の耐震対策及び保全工事を行いました。

　整備を進めてきた「町多目的交流センターなかやま」がこのほど完成を迎えました。
　オープンに先立ち、完成した施設を中芸地域の皆さんにご覧いただくため、３月２７日に開催した内覧会には、
１００人を超える方々が来場し「校舎の雰囲気が残っていて懐かしい」や「新しく改修した旧校舎の活用がとても楽
しみ」など、新しい施設の活用に期待する声が寄せられていました。
　（写真は地域密着型サービス施設の説明を聞く見学者）

安田町多目的交流センターなかやま
内覧会を開催

安田町多目的交流センターなかやま
内覧会を開催

　町民の声がしっかり届く、町民の目線に立った、町民と共に歩くまちづくりを進めるため「町長室開放日」
と「町長の中山支所勤務日」を設けています。
　日ごろ感じていることや役場への提言など、皆さまのご意見をお聞かせください。
　５月は、下記の日程で中山支所勤務日を実施します。

5月の「中山支所勤務日」について

※来客の状況により、若干お待ちいただく場合や、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となる
　場合がありますのでご了承ください。

　◆中山支所勤務日　　5月20日（金）
　◎基　準　時　間 午前１０：００から１２：００まで ／ 午後２：００から５：００まで

安田川橋東詰交差点

東西島橋 正弘橋

町道小川日々入線
センターに関する問い合わせ先　役場中山支所　☎39－2008　FAX32－4008
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安田小学校に手作り防災頭巾寄贈
　安田小学校新１年生に「防災頭巾」が寄贈されました。
　この防災頭巾は、高知県農協安田支所女性部員によるボランティア活動グ
ループ「ほほえみ」の会員３人が手作りしたもので、昨年末から作成を開始し、
今年の３月末に完成しました。
　防災頭巾の寄贈は平成２６年から毎年行っており、災害時に備えて全校児童
が１枚ずつ持っています。
　寄贈いただいた防災頭巾は、今後も安田小学校で大切に使用させていただき
ます。ありがとうございました。

防災頭巾作成者
清岡ゆう子（唐浜）　
竹内　裕美（安田）　
横山美紀子（東島）

安田町成人式について
　令和４年４月１日から民法に定める成年年齢が１８歳に引き下げ

られましたが、安田町ではこれまでどおり、該当年度に２０歳を

迎える方を対象に、式典の名称を変更し、開催します。

　対象となられる方には、改めてお知らせします。

〇令和５年式典対象者：
　　平成１４（２００２）年４月２日から
　　平成１５（２００３）年４月１日生まれの方
　
［開催日］令和５年１月３日（火）（予定）

令和4年3月、全国から安田町へ ～ふるさと納税寄附者からの応援メッセージ～
•あんたろうちゃんオススメのお酒がとても楽しみです、よろしくお願いいたします。
•町の医療や福祉の充実にぜひ役立てて下さい。
•コロナで大変な時期ですが、皆で乗り切りたいですね。些少の寄付ですが、少しで
も町の手助けになれば幸いです。

•おいしい食材を全国に発信してください。応援しています！
•妻があんたろうちゃんと安田町の食べ物がだいすきなので応援させていただきま
す、よろしくお願いいたします。
•「南」を買いに安田町を訪れたいのですが、なかなかそうもいかず、それならあんたろうくん（安田町）
の応援にもなるふるさと納税だな、と思いました。

　１月末から地域住民の方々が「ほ

たる公園」の環境美化活動の一環

として、パンジーなど数種類の花

の苗を百数十本ほど植え付け、そ

の後も定期的に公園に訪れては、

除草作業や水やりなど、思いやり

のあるお世話をしています。それ

に応えるように現在、花たちが元

気よく満開に咲いています。中山

に来る機会がありましたら、ぜひ

立ち寄ってみてくださいね。

集落活動センターなかやま・応援隊へのお問い合わせ、ご意見、ご要望は、
　　　　　   　☎３０－１７５０、FAX30－1826までお気軽に！ ^○^

ほたる公園の花が見ごろです♪

安田町ふるさと応援隊

☆中山健康教室ピラティス☆
５月９日（月）、２３日（月）午後７時開催予定です。
場所：集落活動センターなかやま 活動室

～中山をどんどん元気にしていこう～
安田町ふるさと応援隊からのお便り安田町ふるさと応援隊からのお便り徒然なかやま

つれ  づれ

☆中山を元気にする会定例会☆
５月１９日（木）午後６時を予定しています。

　３月２７日、新型コロナウイルスの影響により延期されていた「第１０回高知県東部硬式空手道選手権大会・沖縄又吉
古武道高知県東部選手権大会・沖縄古武道高知県東部選手権大会」（志道館主催）が２年ぶりに結いの丘ドームで開催
されました。１５１人の選手が熱戦を繰り広げ、本町の拳法教室生（志道館）も健闘しました。
　志道館は、武道を通じた青少年育成を目的に始めた道場で、須賀神社の境内から始まり、多くの子どもたちが鍛錬
を重ね、３０年の節目を迎えています。随時入門生を募集していますので、お気軽に見学においでください。

拳法教室生大健闘

沖縄又吉古武道
　中学生の部
　　優　勝　安岡穂乃夏

　一般有級男子の部
　　優　勝　小島　飛馬
　
　一般有段男子の部
　　準優勝　小島　飛馬
　　第３位　西岡　克己

硬式空手　組手
　中学１年女子の部
　　優　勝　中島　悠愛

　小学１年男子軽量の部
　　第３位　上総　佑季
　
　小学３年男子重量の部
　　準優勝　松本　　将
　　第３位　安岡　勇佑
　
　中学１年男子軽量の部
　　優　勝　坂本　煌綺
　　第３位　西山　侑志
　
　一般有級軽量の部
　　準優勝　小島　飛馬

沖縄古武道
　小学３・４年生の部
　　優　勝　安岡龍乃介
　
　中学生の部
　　優　勝　安岡穂乃夏
　　
　一般の部
　　優　勝　小島　飛馬

【大会結果】
問い合わせ先　町教育委員会　☎３8－6714　FAX38－6717
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安田小学校に手作り防災頭巾寄贈
　安田小学校新１年生に「防災頭巾」が寄贈されました。
　この防災頭巾は、高知県農協安田支所女性部員によるボランティア活動グ
ループ「ほほえみ」の会員３人が手作りしたもので、昨年末から作成を開始し、
今年の３月末に完成しました。
　防災頭巾の寄贈は平成２６年から毎年行っており、災害時に備えて全校児童
が１枚ずつ持っています。
　寄贈いただいた防災頭巾は、今後も安田小学校で大切に使用させていただき
ます。ありがとうございました。

防災頭巾作成者
清岡ゆう子（唐浜）　
竹内　裕美（安田）　
横山美紀子（東島）

安田町成人式について
　令和４年４月１日から民法に定める成年年齢が１８歳に引き下げ

られましたが、安田町ではこれまでどおり、該当年度に２０歳を

迎える方を対象に、式典の名称を変更し、開催します。

　対象となられる方には、改めてお知らせします。

〇令和５年式典対象者：
　　平成１４（２００２）年４月２日から
　　平成１５（２００３）年４月１日生まれの方
　
［開催日］令和５年１月３日（火）（予定）

令和4年3月、全国から安田町へ ～ふるさと納税寄附者からの応援メッセージ～
•あんたろうちゃんオススメのお酒がとても楽しみです、よろしくお願いいたします。
•町の医療や福祉の充実にぜひ役立てて下さい。
•コロナで大変な時期ですが、皆で乗り切りたいですね。些少の寄付ですが、少しで
も町の手助けになれば幸いです。

•おいしい食材を全国に発信してください。応援しています！
•妻があんたろうちゃんと安田町の食べ物がだいすきなので応援させていただきま
す、よろしくお願いいたします。
•「南」を買いに安田町を訪れたいのですが、なかなかそうもいかず、それならあんたろうくん（安田町）
の応援にもなるふるさと納税だな、と思いました。

　１月末から地域住民の方々が「ほ

たる公園」の環境美化活動の一環

として、パンジーなど数種類の花

の苗を百数十本ほど植え付け、そ

の後も定期的に公園に訪れては、

除草作業や水やりなど、思いやり

のあるお世話をしています。それ

に応えるように現在、花たちが元

気よく満開に咲いています。中山

に来る機会がありましたら、ぜひ

立ち寄ってみてくださいね。

集落活動センターなかやま・応援隊へのお問い合わせ、ご意見、ご要望は、
　　　　　   　☎３０－１７５０、FAX30－1826までお気軽に！ ^○^

ほたる公園の花が見ごろです♪

安田町ふるさと応援隊

☆中山健康教室ピラティス☆
５月９日（月）、２３日（月）午後７時開催予定です。
場所：集落活動センターなかやま 活動室

～中山をどんどん元気にしていこう～
安田町ふるさと応援隊からのお便り安田町ふるさと応援隊からのお便り徒然なかやま

つれ  づれ

☆中山を元気にする会定例会☆
５月１９日（木）午後６時を予定しています。

　３月２７日、新型コロナウイルスの影響により延期されていた「第１０回高知県東部硬式空手道選手権大会・沖縄又吉
古武道高知県東部選手権大会・沖縄古武道高知県東部選手権大会」（志道館主催）が２年ぶりに結いの丘ドームで開催
されました。１５１人の選手が熱戦を繰り広げ、本町の拳法教室生（志道館）も健闘しました。
　志道館は、武道を通じた青少年育成を目的に始めた道場で、須賀神社の境内から始まり、多くの子どもたちが鍛錬
を重ね、３０年の節目を迎えています。随時入門生を募集していますので、お気軽に見学においでください。

拳法教室生大健闘

沖縄又吉古武道
　中学生の部
　　優　勝　安岡穂乃夏

　一般有級男子の部
　　優　勝　小島　飛馬
　
　一般有段男子の部
　　準優勝　小島　飛馬
　　第３位　西岡　克己

硬式空手　組手
　中学１年女子の部
　　優　勝　中島　悠愛

　小学１年男子軽量の部
　　第３位　上総　佑季
　
　小学３年男子重量の部
　　準優勝　松本　　将
　　第３位　安岡　勇佑
　
　中学１年男子軽量の部
　　優　勝　坂本　煌綺
　　第３位　西山　侑志
　
　一般有級軽量の部
　　準優勝　小島　飛馬

沖縄古武道
　小学３・４年生の部
　　優　勝　安岡龍乃介
　
　中学生の部
　　優　勝　安岡穂乃夏
　　
　一般の部
　　優　勝　小島　飛馬

【大会結果】
問い合わせ先　町教育委員会　☎３8－6714　FAX38－6717
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令和4年4月1日付
職 　 　 名

振興監兼中山支所長兼
中山公民館長

参　　　　事
課長兼

日本遺産推進室長

園　　　　長
社会教育課長
副　　園　　長
係　　　　長
係　　　　長
主任保育教諭
主　　　　幹
主　　　　幹
主　　　　幹
主査兼

中山公民館主査

主事兼
日本遺産推進室主事

所 　 　 属

総　務　課

町民生活課

地域創生課

教育委員会
教育委員会
教育委員会
総　務　課
地域創生課
教育委員会
教育委員会
総　務　課
経済建設課

中山支所

地域創生課

氏 　 　 名

西　岡　正　貴

中　野　彰　久

中　川　　　剛

有　岡　　　公
公　文　浩　司
南　　　佐　織
横　山　和　幸
中　島　明　彦
伊　吹　真　弥
長　野　早　苗
中　野　亜由美
錢　谷　　　健

大　寺　博　子

麻　田　紗　希

前 　 　 任

総務課振興監

中山支所長兼中山公民館長

地域創生課長

教育委員会副園長
総務課課長補佐

教育委員会主任保育教諭
経済建設課係長
教育委員会係長
教育委員会保育教諭

中山支所主幹兼中山公民館主幹
町民生活課主幹（中芸広域連合）

総務課主査

総務課主査

地域創生課主事

◎出向等
所 　 　 属

中芸広域連合（町民生活課参事） 
中芸広域連合（町民生活課主監） 

安芸広域市町村圏事務組合租税債権管理機構
（総務課係長）

　中芸広域連合（町民生活課保健師）　
中芸広域連合（町民生活課主幹） 

氏 　 　 名
中　野　彰　久
西　岡　　　律

横　山　和　幸

小　島　　　恵
髙　井　　　勉

前 　 　 任
中山支所長兼中山公民館長

中芸広域連合（町民生活課主監）

経済建設課係長

中芸広域連合（町民生活課保健師）
中芸広域連合（町民生活課主幹）

◎新規採用者
職 　 　 名
主　　　　事
保 育 教 諭

所 　 　 属
総　務　課
教育委員会

氏 　 　 名
佐　藤　涼　菜
田　中　愛　規

備 　 　 考
令和４年４月１日採用
令和４年４月１日採用

◎退職者
職 　 　 名
会計管理者
園　　　長
主　　　事

所 　 　 属
出　納　室
教育委員会
地域創生課

氏 　 　 名
有　岡　憲　作
隅　田　美予子
谷　岡　咲　季

備 　 　 考
令和４年３月３１日退職
令和４年３月３１日退職
令和４年３月３１日退職

◎再任用
職 　 　 名

会計管理者（再任用）
調理員（再任用）

所 　 　 属
出　納　室
教育委員会

氏 　 　 名
有　岡　憲　作
横　田　美　沙

前 　 　 任
会計管理者

調理員（再任用）
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書
記
 

 

町
田
　
知
枝

総
務
課
 

☎
3
8
–
6
7
1
1

振
興
監
兼
中
山
支
所
長
 
西
岡
　
正
貴

課
長
 

手
島
　
一
憲

課
長
補
佐
 

西
山
　
直
樹

住
民
税
係
 

中
野
亜
由
美

固
定
資
産
税
・
防
災
係
 
山
本
　
音
大

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
係
 

髙
松
　
拓
也

財
政
・
防
災
係
 

南
　
　
昌
宏

軽
自
動
車
税
・
交
通
安
全
係
 
佐
藤
　
涼
菜

　【
安
芸
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

租
税
債
権
管
理
機
構
へ
出
向
】

係
長
 

横
山
　
和
幸

出
納
室
 

☎
3
8
–
2
4
0
0

会
計
管
理
者
 

有
岡
　
憲
作

出
納
係
 

小
松
　
洋
美

令
和
４
年
度

職
　員
　配
　置

　総
務
・
学
校
教
育
係
 

山
本
　
祥
平

研
修
指
導
員
 

石
建
　
　
綾

安
田
さ
く
ら
園
 
☎
3
8
–
6
6
1
8

園
長
 

有
岡
　
　
公

副
園
長
 

南
　
　
佐
織

保
育
教
諭

　
１
歳
児
担
任
 

田
中
　
愛
規

　
２
歳
児
担
任
 

中
野
　
聖
文

　
３
歳
児
担
任
 

南
　
　
碧
衣

　
４
歳
児
担
任
 

小
松
　
知
世

　
５
歳
児
担
任
（
主
任
）
 伊
吹
　
真
弥

　
５
歳
児
担
任
 

松
﨑
　
美
里

　
フ
リ
ー
 

近
森
　
　
愛

調
理
員
 

岡
林
　
貴
子

育
休
 

小
松
　
志
保

　
　

安
田
小
中
学
校
給
食
共
同
調
理
場

 

☎
3
8
–
6
2
6
1

場
長
 

清
岡
　
智
子

調
理
員
 

小
笠
原
佳
枝

調
理
員
 

横
田
　
美
沙

中
山
支
所
 

☎
3
9
–
2
0
0
8

支
所
長
 

西
岡
　
正
貴

窓
口
係
 

大
寺
　
博
子

中
山
公
民
館
 

☎
3
9
–
2
0
0
8

館
長
 

西
岡
　
正
貴

主
査
 

大
寺
　
博
子

　選
挙
管
理
委
員
会
 ☎
３
８
–
６
７
１
１

書
記
長
 

 

西
山
　
直
樹

書
記
 

齊
藤
　
理
恵

書
記
 

中
野
亜
由
美

書
記
 

山
本
　
音
大

書
記
 

小
松
　
洋
美

書
記
 

南
　
　
昌
宏

町
民
生
活
課
 

☎
3
8
–
6
7
1
2

課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

 

小
島
　
貴
介

課
長
補
佐
兼
福
祉
館
長
 
齊
藤
　
理
恵

係
長
 

今
村
　
明
子

環
境
衛
生
係
 

齊
藤
　
一
成

国
民
健
康
保
険
係
 

小
松
　
靖
典

児
童
福
祉
・
年
金
係
 

田
村
　
茉
由

保
健
師（
保
健
セ
ン
タ
ー
） 小
島
　
　
恵

　【
中
芸
広
域
連
合
へ
出
向
】

介
護
サ
ー
ビ
ス
課
課
長
 
中
野
　
彰
久

保
健
福
祉
課
課
長
補
佐
 
西
岡
　
　
律

保
健
福
祉
係
 

髙
井
　
　
勉

地
域
創
生
課
 

☎
3
8
–
6
7
1
3

課
長
兼
日
本
遺
産
推
進
室
長

 

中
川
　
　
剛

課
長
補
佐
 

竹
内
　
　
律

係
長
 

中
島
　
明
彦

広
報
・
キ
ャ
ン
プ
場
係
 
久
保
　
匡
史

商
工
・
観
光
・
ふ
る
さ
と
納
税
係

 

山
本
日
花
莉

地
域
交
通
・
地
方
創
生
・
日
本
遺
産
係

 

麻
田
　
紗
希

　経
済
建
設
課
 

☎
3
8
–
6
7
1
5

課
長
 

今
村
　
明
人

課
長
補
佐
 

有
澤
　
朋
哉

課
長
補
佐
 

西
尾
　
辰
徳

住
宅
・
国
土
調
査
係
 

小
松
　
伸
昌

農
業
・
畜
産
・
水
産
・
林
業
・
鳥
獣
係

 

錢
谷
　
　
健

公
共
土
木
・
水
産
土
木
・
林
業
土
木
係

 

南
　
幸
太
郎

農
業
係
 

小
松
　
沙
耶

水
道
・
林
業
・
農
業
土
木
係
 
片
岡
亜
季
也

　農
業
委
員
会
事
務
局

 

☎
3
8
–
6
7
1
5

農
地
主
監
 

西
尾
　
辰
徳

農
地
主
幹
 

小
松
　
沙
耶

　教
育
委
員
会
事
務
局

 

☎
3
8
–
6
7
1
4

教
育
次
長
兼
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長

 

清
岡
　
智
子

社
会
教
育
課
長
 

公
文
　
浩
司

園
・
社
会
教
育
係
 

長
野
　
早
苗

社
会
教
育
係
 

白
石
　
敦
世

社
会
教
育
・
体
育
係
 

小
松
　
周
平



⑪ ⑩広 報 や す だ 広 報 や す だNo.677 No.677令和 4年（2022年） 5 月 1 日 令和 4年（2022年） 5 月 1 日

令和4年4月1日付
職 　 　 名

振興監兼中山支所長兼
中山公民館長

参　　　　事
課長兼

日本遺産推進室長

園　　　　長
社会教育課長
副　　園　　長
係　　　　長
係　　　　長
主任保育教諭
主　　　　幹
主　　　　幹
主　　　　幹
主査兼

中山公民館主査

主事兼
日本遺産推進室主事

所 　 　 属

総　務　課

町民生活課

地域創生課

教育委員会
教育委員会
教育委員会
総　務　課
地域創生課
教育委員会
教育委員会
総　務　課
経済建設課

中山支所

地域創生課

氏 　 　 名

西　岡　正　貴

中　野　彰　久

中　川　　　剛

有　岡　　　公
公　文　浩　司
南　　　佐　織
横　山　和　幸
中　島　明　彦
伊　吹　真　弥
長　野　早　苗
中　野　亜由美
錢　谷　　　健

大　寺　博　子

麻　田　紗　希

前 　 　 任

総務課振興監

中山支所長兼中山公民館長

地域創生課長

教育委員会副園長
総務課課長補佐

教育委員会主任保育教諭
経済建設課係長
教育委員会係長

教育委員会保育教諭
中山支所主幹兼中山公民館主幹
町民生活課主幹（中芸広域連合）

総務課主査

総務課主査

地域創生課主事

◎出向等
所 　 　 属

中芸広域連合（町民生活課参事） 
中芸広域連合（町民生活課主監） 

安芸広域市町村圏事務組合租税債権管理機構
（総務課係長）

　中芸広域連合（町民生活課保健師）　
中芸広域連合（町民生活課主幹） 

氏 　 　 名
中　野　彰　久
西　岡　　　律

横　山　和　幸

小　島　　　恵
髙　井　　　勉

前 　 　 任
中山支所長兼中山公民館長

中芸広域連合（町民生活課主監）

経済建設課係長

中芸広域連合（町民生活課保健師）
中芸広域連合（町民生活課主幹）

◎新規採用者
職 　 　 名
主　　　　事
保 育 教 諭

所 　 　 属
総　務　課
教育委員会

氏 　 　 名
佐　藤　涼　菜
田　中　愛　規

備 　 　 考
令和４年４月１日採用
令和４年４月１日採用

◎退職者
職 　 　 名
会計管理者
園　　　長
主　　　事

所 　 　 属
出　納　室
教育委員会
地域創生課

氏 　 　 名
有　岡　憲　作
隅　田　美予子
谷　岡　咲　季

備 　 　 考
令和４年３月３１日退職
令和４年３月３１日退職
令和４年３月３１日退職

◎再任用
職 　 　 名

会計管理者（再任用）
調理員（再任用）

所 　 　 属
出　納　室
教育委員会

氏 　 　 名
有　岡　憲　作
横　田　美　沙

前 　 　 任
会計管理者

調理員（再任用）

令和4年度　町職員人事異動町
　
長
 

黒
岩
　
之
浩

副
町
長
 

南
　
　
順
一

教
育
長
 

竹
内
　
良
和

議
会
事
務
局
 

☎
3
8
–
5
1
7
1

局
長

監
査
委
員
事
務
書
記
 

 

町
田
　
知
枝

総
務
課
 

☎
3
8
–
6
7
1
1

振
興
監
兼
中
山
支
所
長
 
西
岡
　
正
貴

課
長
 

手
島
　
一
憲

課
長
補
佐
 

西
山
　
直
樹

住
民
税
係
 

中
野
亜
由
美

固
定
資
産
税
・
防
災
係
 
山
本
　
音
大

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
係
 

髙
松
　
拓
也

財
政
・
防
災
係
 

南
　
　
昌
宏

軽
自
動
車
税
・
交
通
安
全
係
 
佐
藤
　
涼
菜

　【
安
芸
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

租
税
債
権
管
理
機
構
へ
出
向
】

係
長
 

横
山
　
和
幸

出
納
室
 

☎
3
8
–
2
4
0
0

会
計
管
理
者
 

有
岡
　
憲
作

出
納
係
 

小
松
　
洋
美

令
和
４
年
度

職
　員
　配
　置

　総
務
・
学
校
教
育
係
 

山
本
　
祥
平

研
修
指
導
員
 

石
建
　
　
綾

安
田
さ
く
ら
園
 
☎
3
8
–
6
6
1
8

園
長
 

有
岡
　
　
公

副
園
長
 

南
　
　
佐
織

保
育
教
諭

　
１
歳
児
担
任
 

田
中
　
愛
規

　
２
歳
児
担
任
 

中
野
　
聖
文

　
３
歳
児
担
任
 

南
　
　
碧
衣

　
４
歳
児
担
任
 

小
松
　
知
世

　
５
歳
児
担
任
（
主
任
）
 伊
吹
　
真
弥

　
５
歳
児
担
任
 

松
﨑
　
美
里

　
フ
リ
ー
 

近
森
　
　
愛

調
理
員
 

岡
林
　
貴
子

育
休
 

小
松
　
志
保

　
　

安
田
小
中
学
校
給
食
共
同
調
理
場

 

☎
3
8
–
6
2
6
1

場
長
 

清
岡
　
智
子

調
理
員
 

小
笠
原
佳
枝

調
理
員
 

横
田
　
美
沙

中
山
支
所
 

☎
3
9
–
2
0
0
8

支
所
長
 

西
岡
　
正
貴

窓
口
係
 

大
寺
　
博
子

中
山
公
民
館
 

☎
3
9
–
2
0
0
8

館
長
 

西
岡
　
正
貴

主
査
 

大
寺
　
博
子

　選
挙
管
理
委
員
会
 ☎
３
８
–
６
７
１
１

書
記
長
 

 

西
山
　
直
樹

書
記
 

齊
藤
　
理
恵

書
記
 

中
野
亜
由
美

書
記
 

山
本
　
音
大

書
記
 

小
松
　
洋
美

書
記
 

南
　
　
昌
宏

町
民
生
活
課
 

☎
3
8
–
6
7
1
2

課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

 

小
島
　
貴
介

課
長
補
佐
兼
福
祉
館
長
 
齊
藤
　
理
恵

係
長
 

今
村
　
明
子

環
境
衛
生
係
 

齊
藤
　
一
成

国
民
健
康
保
険
係
 

小
松
　
靖
典

児
童
福
祉
・
年
金
係
 

田
村
　
茉
由

保
健
師（
保
健
セ
ン
タ
ー
） 小
島
　
　
恵

　【
中
芸
広
域
連
合
へ
出
向
】

介
護
サ
ー
ビ
ス
課
課
長
 
中
野
　
彰
久

保
健
福
祉
課
課
長
補
佐
 
西
岡
　
　
律

保
健
福
祉
係
 

髙
井
　
　
勉

地
域
創
生
課
 

☎
3
8
–
6
7
1
3

課
長
兼
日
本
遺
産
推
進
室
長

 

中
川
　
　
剛

課
長
補
佐
 

竹
内
　
　
律

係
長
 

中
島
　
明
彦

広
報
・
キ
ャ
ン
プ
場
係
 
久
保
　
匡
史

商
工
・
観
光
・
ふ
る
さ
と
納
税
係

 

山
本
日
花
莉

地
域
交
通
・
地
方
創
生
・
日
本
遺
産
係

 

麻
田
　
紗
希

　経
済
建
設
課
 

☎
3
8
–
6
7
1
5

課
長
 

今
村
　
明
人

課
長
補
佐
 

有
澤
　
朋
哉

課
長
補
佐
 

西
尾
　
辰
徳

住
宅
・
国
土
調
査
係
 

小
松
　
伸
昌

農
業
・
畜
産
・
水
産
・
林
業
・
鳥
獣
係

 

錢
谷
　
　
健

公
共
土
木
・
水
産
土
木
・
林
業
土
木
係

 

南
　
幸
太
郎

農
業
係
 

小
松
　
沙
耶

水
道
・
林
業
・
農
業
土
木
係
 
片
岡
亜
季
也

　農
業
委
員
会
事
務
局

 

☎
3
8
–
6
7
1
5

農
地
主
監
 

西
尾
　
辰
徳

農
地
主
幹
 

小
松
　
沙
耶

　教
育
委
員
会
事
務
局

 

☎
3
8
–
6
7
1
4

教
育
次
長
兼
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長

 

清
岡
　
智
子

社
会
教
育
課
長
 

公
文
　
浩
司

園
・
社
会
教
育
係
 

長
野
　
早
苗

社
会
教
育
係
 

白
石
　
敦
世

社
会
教
育
・
体
育
係
 

小
松
　
周
平



⑬ ⑫広 報 や す だ 広 報 や す だNo.677 No.677令和 4年（2022年） 5 月 1 日 令和 4年（2022年） 5 月 1 日

４月１日付で、２人の町職員が採用されました。よろしくお願いします。
①氏名　②出身地　③配属　④抱負　⑤趣味など

町新規採用職員を紹介します

①佐藤　涼菜
②高知市
③総務課
④一つ一つ着実に仕事をこ
なせるように励みます。

　職員として働く中で、安田
町の魅力をたくさん見つ
けたいと思います。

　よろしくお願いします。
⑤カラオケ、パン屋巡り。食
べることが大好きです。

さとう　　すずな

①田中　愛規
②安芸市
③認定こども園　安田さく
ら園
　１歳児（ちゅうりっぷ組）
④一人ひとりの子どもの心
を理解し、明るく楽しい
保育をしていきたいと思
います。
⑤キャンプや釣り、アウトド
アが大好きです。

たなか　　あいき

問い合わせ先　役場町民生活課　児童手当係　☎38－6712　FAX38－6780

現況届の提出が原則不要になります

所得が基準額を超える場合、児童手当（特例給付）が受けられなくなります

　令和４年度から受給者の現況を公簿等で確認することで、一部の方を除き、これまで毎年６月に提出していた現
況届が原則不要になります。提出の必要な方には、６月上旬に現況届を送付します。
　
《引き続き現況届の提出が必要な方》
　　●　配偶者からの暴力等により、住民票の住所地が安田町と異なる方
　　●　支給要件児童の戸籍や住民票がない方
　　●　離婚協議中で配偶者と別居されている方
　　●　法人である未成年後見人、里親や施設等の受給者の方
　　●　その他、安田町から提出の案内があった方

　児童手当法の改正により所得上限限度額が新設されたため、令和４年１０月支給分（６～９月分）から、児童を養
育している方の所得が表の②以上の場合、児童手当(特例給付)は支給されなくなります。
　
　　　児童手当等の支給は以下のとおりとなります。
　　　　●　所得が①未満の場合、児童手当（児童一人あたり月額１５,０００円または１０,０００円）を支給
　　　　●　所得が①以上②未満の場合、特例給付（児童一人あたり月額５,０００円）を支給
　　　　●　所得が②以上の場合、児童手当は支給されません【新設】

※扶養親族等の数は、所得税法上の同一生計配偶者及び扶養親族（里親などに委託されている児童や施設に
入所している児童を除きます。以下、「扶養親族等」といいます）並びに扶養親族等でない児童で前年の
１２月３１日において生計を維持したものの数をいいます。扶養親族等の数に応じて、限度額（所得額ベー
ス）は、１人につき３８万円（扶養親族等が同一生計配偶者（７０歳以上の者に限ります）または老人扶養親
族であるときは４４万円）を加算した額となります。

※「収入額の目安」は、給与収入のみで計算しています。あくまで目安であり、実際は給与所得控除や医療
費控除、雑損控除等を控除した後の所得額で所得制限を確認します。

【児童手当所得制限限度額】

①所得制限限度額（万円）

所得額

②所得上限限度額（万円）【新設】

収入額の目安 収入額の目安所得額

833.3 1,071858

875.6 1,124896

917.8 1,162934

960 1,200972

622

660

698

736

774

扶養親族等の数

０人

１人

２人

３人

1,002 1,2381,010４人

1,040 1,2761,048812５人

令和４年６月から児童手当制度の一部が変わります令和４年６月から児童手当制度の一部が変わります

〈専用ＡＴＭ取扱時間〉
　○安田出張所
　・キャッシュカード納付〈平日・休日〉８：００～２１：００　　
　○本店または支店
　・キャッシュカード納付〈平日・休日〉８：００～２１：００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　・現金納付　　　　　　〈平日のみ〉　８：３０～１７：３０

　高知信用金庫専用ＡＴＭで納付することができる町税は次のとおりです。
　○固定資産税　　　○町県民税（普通徴収）　　　○軽自動車税　　　○国民健康保険税

　次の場合は、専用ＡＴＭでの納付ができませんので、役場出納室または中山支所、町取扱金融機関での納
付をお願いします。
　○１枚あたりの金額が３０万円を超える納付書
　○バーコードの印刷がない納付書
　○バーコード部分が傷や汚れなどで読み取れない納付書
　○金額訂正等を行った納付書
　○納付書に記載した納期限を過ぎている納付書

問い合わせ先　役場総務課　☎38－6711　FAX38－6780

令和４年度から高知信用金庫専用ＡＴＭで町税の納付が可能となります。
　
　高知信用金庫のキャッシュカードをお持ちの方は、専用ＡＴＭで午前８時から午後９時まで、キャッシュカードをお
持ちでない方は、高知信用金庫本店または支店に設置している専用ＡＴＭで平日午前８時３０分から午後５時３０分まで
の間、町税の納付が可能となります。

高知信用金庫ＡＴＭで町税を納付することができます

専用ＡＴＭ

安田出張所

本店または支店

キャッシュカード
納付 現金納付

○

○

×

○



⑬ ⑫広 報 や す だ 広 報 や す だNo.677 No.677令和 4年（2022年） 5 月 1 日 令和 4年（2022年） 5 月 1 日
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　　●　その他、安田町から提出の案内があった方

　児童手当法の改正により所得上限限度額が新設されたため、令和４年１０月支給分（６～９月分）から、児童を養
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　○１枚あたりの金額が３０万円を超える納付書
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　○バーコード部分が傷や汚れなどで読み取れない納付書
　○金額訂正等を行った納付書
　○納付書に記載した納期限を過ぎている納付書

問い合わせ先　役場総務課　☎38－6711　FAX38－6780

令和４年度から高知信用金庫専用ＡＴＭで町税の納付が可能となります。
　
　高知信用金庫のキャッシュカードをお持ちの方は、専用ＡＴＭで午前８時から午後９時まで、キャッシュカードをお
持ちでない方は、高知信用金庫本店または支店に設置している専用ＡＴＭで平日午前８時３０分から午後５時３０分まで
の間、町税の納付が可能となります。

高知信用金庫ＡＴＭで町税を納付することができます
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⑮ ⑭広 報 や す だ 広 報 や す だNo.677 No.677令和 4年（2022年） 5 月 1 日 令和 4年（2022年） 5 月 1 日

①
原
　
孝
幸

②
香
南
市

③
奈
半
利
町
立
奈
半
利
小
学
校

④
校
長

⑤
謙
虚
に
、
誠
実
に
、
一
生
懸
命
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
ス
ポ
ー
ツ
鑑
賞
、
映
画
鑑
賞

①
乾
　
城
次

②
四
万
十
市

③
四
万
十
市
立
東
山
小
学
校

④
教
頭

⑤
安
田
町
の
こ
と
を
た
く
さ
ん

知
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

が
輝
く
学
校
、
明
日
も
来
た
い

と
思
え
る
学
校
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

⑥
グ
レ
釣
り
、
息
子
（
小
６
）
の

少
年
野
球

①
関
口
　
裕
太

②
大
豊
町

③
な
し

④
２
年
生
・
生
活
科

⑤
２
年
担
任
と
し
て
精
一
杯
が
ん

ば
り
ま
す
。

⑥
ツ
ー
リ
ン
グ
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

体
を
動
か
す
こ
と

①
川
村
　
浩
志

②
大
阪
府
摂
津
市

③
香
南
市
立
野
市
東
小
学
校

④
５
年
生

⑤
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
笑
い
な

が
ら
一
年
間
を
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

⑥
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
、
読
書

①
細
川
　
明
美

②
安
芸
市

③
室
戸
市
立
佐
喜
浜
小
学
校

④
す
み
れ
学
級

⑤
笑
顔
と
感
謝
を
大
切
に
日
々
、

子
ど
も
た
ち
と
共
に
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
読
書
、
ア
ニ
メ
、
ま
ん
が
大
好

き
で
す
。
今
は
「
王
様
ラ
ン
キ

ン
グ
」
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

①
竹
浦
　
悟
史

②
大
阪
府
四
条
畷
市

③
香
美
市
立
舟
入
小
学
校

④
あ
す
な
ろ
学
級

⑤
何
事
に
も
挑
戦
す
る
一
年
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
空
手
、
剣
道
、
書
写
、
ス
イ
ン

グ
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
が
得
意
で
す
。

　
た
こ
焼
き
と
カ
ニ
が
大
好
物
で

す
。

①
小
西
　
倫
子

②
神
奈
川
県
横
浜
市

③
香
南
市
立
野
市
小
学
校

④
た
ん
ぽ
ぽ
学
級

⑤
今
年
１
年
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

⑥
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

①
太
田
　
桜
子

②
愛
知
県
春
日
井
市

③
安
芸
市
立
穴
内
小
学
校

④
養
護
教
諭

⑤
み
な
さ
ん
が
元
気
に
毎
日
過
ご

せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
顔
と
名
前
を
少
し
で

も
は
や
く
覚
え
た
い
と
思
い
ま

す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

⑥
散
歩
・
本
屋
さ
ん
め
ぐ
り

①
西
岡
　
久
司

②
安
田
町
　
　
　
　
　
　
　

③
田
野
町
立
田
野
中
学
校

④
校
長
　
　

⑤
３２
年
前
に
臨
時
教
員
と
し
て
教

員
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
安
田

中
学
校
で
再
び
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

生
徒
が
主
体
的
に
活
動
し
、
地

域
に
元
気
を
与
え
る
こ
と
の
で

き
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

⑥
釣
り
、
野
菜
作
り

①
佐
々
木
　
健
悟

②
安
芸
市

③
佐
川
町
立
佐
川
中
学
校
　

④
１
年
担
任
、
数
学

⑤
安
田
町
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
頑
張
り
ま
す
。

⑥
読
書
・
運
動

①
近
藤
　
あ
か
ね

②
香
南
市

③
東
洋
町
立
野
根
中
学
校

④
３
年
生
副
担
任
、
理
科

⑤
生
徒
と
と
も
に
成
長
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
日
々
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑥
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
ま
だ
ま
だ
初
心

者
で
す
が…

）

①
西
内
　
詩
乃

②
香
南
市

③
馬
路
村
立
魚
梁
瀬
小
中
学
校

④
養
護
講
師

⑤
子
ど
も
た
ち
が
健
康
で
楽
し
く

学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
精
い
っ
ぱ
い
頑
張

り
ま
す
。
至
ら
な
い
点
も
多
々

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
１
年

間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

⑥
出
か
け
る
こ
と
（
旅
行
、
お
い

し
い
も
の
を
食
べ
に
行
く
こ
と
、

買
い
物
）

令和4年度
安田ニューフェイス！
　春の教職員人事異動に伴い、町内の小中学校の
教職員に異動がありました。
　転出、退職された先生、本当にありがとうござ
いました。
　転入された先生を、次のとおり紹介します。
①氏名　②出身地　③前任校（※新任の場合はなし）
④担当学年・教科など　⑤抱負　⑥趣味など

に
し
お
か
　
　
　

ひ
さ
　
し

に
し
う
ち
　
　
　

う
た
　
の

安
田
中
学
校

安
田
小
学
校

こ
ん
ど
う

せ
き
ぐ
ち
　
　
　

ゆ
う
　
た

か
わ
む
ら
　
　
　

ひ
ろ
　
し

ほ
そ
か
わ
　
　
　

あ
け
　
み

　
さ
　
さ
　
き
　
　
　
け
ん
　
ご

い
ぬ
い
　
じ
ょ
う
じ

お
お
　
た
　
　
さ
く
ら
こ

た
け
う
ら
　
　
　

さ
と
　
し

　
こ
　
に
し
　
　
　

み
ち
　
こ

は
ら
　
　
た
か
ゆ
き
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た

い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

⑥
グ
レ
釣
り
、
息
子
（
小
６
）
の

少
年
野
球

①
関
口
　
裕
太

②
大
豊
町

③
な
し

④
２
年
生
・
生
活
科

⑤
２
年
担
任
と
し
て
精
一
杯
が
ん

ば
り
ま
す
。

⑥
ツ
ー
リ
ン
グ
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

体
を
動
か
す
こ
と

①
川
村
　
浩
志

②
大
阪
府
摂
津
市

③
香
南
市
立
野
市
東
小
学
校

④
５
年
生

⑤
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
笑
い
な

が
ら
一
年
間
を
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

⑥
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
、
読
書

①
細
川
　
明
美

②
安
芸
市

③
室
戸
市
立
佐
喜
浜
小
学
校

④
す
み
れ
学
級

⑤
笑
顔
と
感
謝
を
大
切
に
日
々
、

子
ど
も
た
ち
と
共
に
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
読
書
、
ア
ニ
メ
、
ま
ん
が
大
好

き
で
す
。
今
は
「
王
様
ラ
ン
キ

ン
グ
」
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

①
竹
浦
　
悟
史

②
大
阪
府
四
条
畷
市

③
香
美
市
立
舟
入
小
学
校

④
あ
す
な
ろ
学
級

⑤
何
事
に
も
挑
戦
す
る
一
年
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
空
手
、
剣
道
、
書
写
、
ス
イ
ン

グ
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
が
得
意
で
す
。

　
た
こ
焼
き
と
カ
ニ
が
大
好
物
で

す
。

①
小
西
　
倫
子

②
神
奈
川
県
横
浜
市

③
香
南
市
立
野
市
小
学
校

④
た
ん
ぽ
ぽ
学
級

⑤
今
年
１
年
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

⑥
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

①
太
田
　
桜
子

②
愛
知
県
春
日
井
市

③
安
芸
市
立
穴
内
小
学
校

④
養
護
教
諭

⑤
み
な
さ
ん
が
元
気
に
毎
日
過
ご

せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
顔
と
名
前
を
少
し
で

も
は
や
く
覚
え
た
い
と
思
い
ま

す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

⑥
散
歩
・
本
屋
さ
ん
め
ぐ
り

①
西
岡
　
久
司

②
安
田
町
　
　
　
　
　
　
　

③
田
野
町
立
田
野
中
学
校

④
校
長
　
　

⑤
３２
年
前
に
臨
時
教
員
と
し
て
教

員
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
安
田

中
学
校
で
再
び
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

生
徒
が
主
体
的
に
活
動
し
、
地

域
に
元
気
を
与
え
る
こ
と
の
で

き
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

⑥
釣
り
、
野
菜
作
り

①
佐
々
木
　
健
悟

②
安
芸
市

③
佐
川
町
立
佐
川
中
学
校
　

④
１
年
担
任
、
数
学

⑤
安
田
町
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
頑
張
り
ま
す
。

⑥
読
書
・
運
動

①
近
藤
　
あ
か
ね

②
香
南
市

③
東
洋
町
立
野
根
中
学
校

④
３
年
生
副
担
任
、
理
科

⑤
生
徒
と
と
も
に
成
長
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
日
々
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑥
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
ま
だ
ま
だ
初
心

者
で
す
が…

）

①
西
内
　
詩
乃

②
香
南
市

③
馬
路
村
立
魚
梁
瀬
小
中
学
校

④
養
護
講
師

⑤
子
ど
も
た
ち
が
健
康
で
楽
し
く

学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
精
い
っ
ぱ
い
頑
張

り
ま
す
。
至
ら
な
い
点
も
多
々

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
１
年

間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

⑥
出
か
け
る
こ
と
（
旅
行
、
お
い

し
い
も
の
を
食
べ
に
行
く
こ
と
、

買
い
物
）

令和4年度
安田ニューフェイス！
　春の教職員人事異動に伴い、町内の小中学校の
教職員に異動がありました。
　転出、退職された先生、本当にありがとうござ
いました。
　転入された先生を、次のとおり紹介します。
①氏名　②出身地　③前任校（※新任の場合はなし）
④担当学年・教科など　⑤抱負　⑥趣味など

に
し
お
か
　
　
　

ひ
さ
　
し

に
し
う
ち
　
　
　

う
た
　
の

安
田
中
学
校

安
田
小
学
校

こ
ん
ど
う

せ
き
ぐ
ち
　
　
　

ゆ
う
　
た

か
わ
む
ら
　
　
　

ひ
ろ
　
し

ほ
そ
か
わ
　
　
　

あ
け
　
み

　
さ
　
さ
　
き
　
　
　
け
ん
　
ご

い
ぬ
い
　
じ
ょ
う
じ

お
お
　
た
　
　
さ
く
ら
こ

た
け
う
ら
　
　
　

さ
と
　
し

　
こ
　
に
し
　
　
　

み
ち
　
こ

は
ら
　
　
た
か
ゆ
き
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日本遺産
第３号認定

登録番号 051

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.58～

『日本遺産ガイド養成講座』の修了について

事務局の移転について

　本年度も集団で行う特定健診とがん検診の受付がはじまります。詳しい日程などは広報５月号折り込み
の「令和４年度中芸地区検診（健診）カレンダー」をご覧ください。

【特定健診】
　特定健診は生活習慣病を予防することを目的とした健診で、※メタボリックシンドローム（以下メタボ）
に着目しています。メタボの要因は、新型コロナウイルス感染症の重症化リスクと重なることが分かって
います。生活習慣病から身を守ることは、新型コロナウイルス感染症に備えることにもつながります。

～特定健診・がん検診のお知らせ～

健 康 手 帳

※メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪の過剰な蓄積（肥満）をベースとして高血圧、高血糖、脂質
異常のうち２つ以上に該当した状態のことを指します。

【がん検診】
　がんは早期に発見し、早い段階で治療すること
が大切です。早期発見のためには、がん検診が欠
かせません！しかし、がん検診の受診率は低いの
が現状です。安田町の令和３年度のがん検診の受診
率（右表参照）はどれも中芸５カ町村平均の受診率
より低くなっています。
　日本人の死因の第一位である「がん」。日本人の
２人に１人はがんになり、３人に１人はがんで亡く
なっているといわれています。
　自分の身体を守るためにもがん検診を受けま
しょう。

問い合わせ先　町保健センター　☎３８－６６７８　FAX38－6679

メタボに関係する要因 新型コロナが重症化しやすいとされる要因

・脂質異常
・喫煙など

・心臓病　・喫煙
・慢性閉塞性肺疾患
・慢性腎臓病など

　「日本遺産ゆずとりんてつ」に関する４８

の構成文化財やさまざまな町並み・文化な

どを学び、地域に活かすためのガイド養成

講座を令和３年１２月から５回にわたり実施

し、１期生１０名の方が修了証を受け取り、

ガイドとして認定されました。

　中芸５町村が連携し『森林鉄道から日

本一のゆずロードへ -ゆずが香り彩る南国

土佐・中芸地域の景観と食文化 -』の魅

力を、それぞれのオリジナリティを活かして

ガイドしていきたいと思います。

　結いの丘ドーム内にありました事務

局が令和４年度から安田町役場庁舎

２階『日本遺産推進室』内に移転して

います。

　引き続き中芸５町村の「日本遺産」

についての魅力をどんどん発信していき

ます。

問い合わせ先　中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局

　　　　　　　（安田町役場内）　☎30-1865

　　　　　　　　　　　　　　　 FAX30-1866

　　　　　　　E-mail  yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp

　　　　　　　HP　http://yuzuroad.jp/　 「ゆずとりんてつ」で検索

町役場庁舎・2F

※注意：今年度より、医師不足のため、「子宮がん」と「乳がん検診」の同日実施ができなくなりました。
ご不便をおかけしますが、広報５月号折り込みの「検診カレンダー」で日程をご確認のうえ、申
し込みをお願いします。

・肥満　　・高血圧
・高血糖　

日本遺産協議会事務局
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事務局の移転について

　本年度も集団で行う特定健診とがん検診の受付がはじまります。詳しい日程などは広報５月号折り込み
の「令和４年度中芸地区検診（健診）カレンダー」をご覧ください。

【特定健診】
　特定健診は生活習慣病を予防することを目的とした健診で、※メタボリックシンドローム（以下メタボ）
に着目しています。メタボの要因は、新型コロナウイルス感染症の重症化リスクと重なることが分かって
います。生活習慣病から身を守ることは、新型コロナウイルス感染症に備えることにもつながります。

～特定健診・がん検診のお知らせ～

健 康 手 帳

※メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪の過剰な蓄積（肥満）をベースとして高血圧、高血糖、脂質
異常のうち２つ以上に該当した状態のことを指します。

【がん検診】
　がんは早期に発見し、早い段階で治療すること
が大切です。早期発見のためには、がん検診が欠
かせません！しかし、がん検診の受診率は低いの
が現状です。安田町の令和３年度のがん検診の受診
率（右表参照）はどれも中芸５カ町村平均の受診率
より低くなっています。
　日本人の死因の第一位である「がん」。日本人の
２人に１人はがんになり、３人に１人はがんで亡く
なっているといわれています。
　自分の身体を守るためにもがん検診を受けま
しょう。

問い合わせ先　町保健センター　☎３８－６６７８　FAX38－6679

メタボに関係する要因 新型コロナが重症化しやすいとされる要因

・脂質異常
・喫煙など

・心臓病　・喫煙
・慢性閉塞性肺疾患
・慢性腎臓病など

　「日本遺産ゆずとりんてつ」に関する４８

の構成文化財やさまざまな町並み・文化な

どを学び、地域に活かすためのガイド養成

講座を令和３年１２月から５回にわたり実施

し、１期生１０名の方が修了証を受け取り、

ガイドとして認定されました。

　中芸５町村が連携し『森林鉄道から日

本一のゆずロードへ -ゆずが香り彩る南国

土佐・中芸地域の景観と食文化 -』の魅

力を、それぞれのオリジナリティを活かして

ガイドしていきたいと思います。

　結いの丘ドーム内にありました事務

局が令和４年度から安田町役場庁舎

２階『日本遺産推進室』内に移転して

います。

　引き続き中芸５町村の「日本遺産」

についての魅力をどんどん発信していき

ます。

問い合わせ先　中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局

　　　　　　　（安田町役場内）　☎30-1865

　　　　　　　　　　　　　　　 FAX30-1866

　　　　　　　E-mail  yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp

　　　　　　　HP　http://yuzuroad.jp/　 「ゆずとりんてつ」で検索

町役場庁舎・2F

※注意：今年度より、医師不足のため、「子宮がん」と「乳がん検診」の同日実施ができなくなりました。
ご不便をおかけしますが、広報５月号折り込みの「検診カレンダー」で日程をご確認のうえ、申
し込みをお願いします。

・肥満　　・高血圧
・高血糖　

日本遺産協議会事務局
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連絡・問い合わせ先　町教育委員会　☎３８－６７１４　ＦＡＸ３８－６７１７
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（順不同）

和通信
なごみ

●安田まちなみ交流館・和では毎月１回「採樵歌」を読む会を開催しています。
　昔のくずし字で書かれた和歌を講師の方と一緒に読み解いていきます。和歌の
一つ一つから順蔵の年齢や心情、時代背景などを読み解くのは、その時代にタイム
スリップしたような面白い感覚にとらわれます。
　旧柏原邸の風情ある中で開催していますので、興味のある方や参加を希望され
る方は当館までご連絡ください。
＊「採樵歌」とは・・・安田町の歴史的人物の一人である「髙松順蔵」が残した２千首余
の和歌集。髙松順蔵が２０～３０年の歳月をかけて書き溜めた和歌を順蔵自ら編
集し、まとめたとされている。年月の詳細な記録は残しておらず、季節や人物など
で分類されているため、和歌から年月を想像する楽しみがある。
☆開催日：毎月第３水曜日・午後１：３０～午後３：００
　（次回は５月１８日・午後１：３０～午後３：００を予定しています）
　　　場　所：旧柏原邸
　　　参加費：無料
●あんたろうカフェ＆ペーパーバッグ作り
☆開催日：５月29日（日）　午前１0：0０～正午・午後2：00～午後4：00（各先着12名）
☆参加費：1,000円（コーヒー・お菓子代・観覧料等込）　※下記まで事前にお申し込みください

※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として休館することがありますので、ご理解、ご
協力をお願いします。

安田まちなみ交流館・和
開 館 時 間／午前9：00～午後5：00（最終入館午後４：３０まで）
企画展観覧料／300円（高校生以下、障害者手帳提示者等無料）
休　館　日／火曜日（祝日の場合はその翌営業日）
安田町大字安田１６７４番地１　☎・FAX 38-3047

安田町歴史･文化･観光ナビサイト なごみの旅
　https://yasuda-nagomi.com/

安田町なごみの旅

安田の昔ばなし ～新安田文化史より～
やす　  だ むかし しん　やす　だ　 ぶん　か　 し

その七

 西の川に

銭が降る

なな

かわにし

ぜに ふ

　文久二年の秋の或る夜、中山郷

西の川の豪農西岡幸右衛門の弟直

次が、夜なべに草履を作ろうと

思って、軒下に置いてあった藁を

とりに行くと、藁の上に、一文銭

が二つ乗っている。不思議に思いつつも直次が、

一心に草履を作っていると、チンチンと音がして

座っている筵の上に一文銭が転って来た。音がし

たのは、銭が敷居に当って落ちた音だった。

　直次は驚いて外に出てみたが、仲秋の名月が自

分の姿を写すばかりで誰もいない。大方狸のいた

ずらだろうとなおも仕事を続けていると、何処か

らともなく今度は一朱銀が降ってきた。

　その夜が始まりで、その次の夜も同じように銭

が降ったので、忽ち村中のひょうばんになり、噂

を聞いて近在の人々がわざわざ見にくるように

なった。いろいろの噂が村中に乱れとんだが、何

しろ目出度いというので、間下の清岡大庄屋を始

め、郷士の清岡常馬等が先頭で郷中の有志連中が

酒・肴をたずさえて祝にやって来た。そしてにぎ

やかな酒宴になり、当時流行した「ヨーホイ、

ヨーホイ、ヨイコリャセ」と云う歌をうたって踊

り狂った。その間にも、酒席の鉢や皿にチン、チ

ン当って銭が降ったと云うから、土間や庭ばかり

ではなく家の中までも降りこんだものらしい。

　銭はひっきりなしには降らず一時間又は半時間

おきに少しずつ降った。こうして四、五日の間降

り続き、台付盆に盛上げて一杯位いになって止ん

だ。銭の種類は、一文銭が主で、それに一朱銀や

二朱銀が交っていた。その銭はしばらく盆に入れ

て、神前に祭ってあったが、早く使わんと木の葉

になるかも知れんという者があって、すぐ使って

しまったという。銭を盛上げてあった盆は、今で

も西岡家に伝えられている。この話は作り話でな

く、実際に降るのを見た幸右衛門、その妻かね

（大正五年歿）から聞いたものである。

　西岡家は、代々西の川の名本も勤め、当時郷中

の金持で、藩公へ「お寸志金」、「お借立金」等

を用立てたりして、時には藩庁から「御酒下さ

れ」の賞を受けたりしている。これは実話で、そ

の当時は幕末で天下は勤王・佐幕等と騒いでいた

ので、勤王家の者が全国的に所々で銭を降らせ、

人々を喜び踊り狂せている中に、密に討幕の計画

を進めていたとも云われている。
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　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、全国瞬時警報システム（Ｊ－アラート）を活用した情報伝達
試験を行います。
　これにより、町内各所にある防災行政無線の屋外スピーカー及び各家庭に設置している告知端末から警報
が流れますが、試験放送ですので実際の災害と間違わないようご注意ください。
　

　　試験の日時

Ｊアラートの全国一斉情報伝達試験のお知らせＪアラートの全国一斉情報伝達試験のお知らせ

令和４年　５月１８日（水曜日）　午前１１時００分

　町では、今後刊行予定の「安田町史」の編さんにあたり、まちのあゆみ・歴
史を物語る資料や情報を収集しています。
　安田町の歴史を書き残して、後世に伝える大切な事業ですので、町民の皆さ
まのご協力をお願いします。
　安田町に関する以下のものをお持ちの方は、町教育委員会までご連絡くださ
い。

　①写真・映像記録（明治から平成までの建物や地域の風景、祭り、行事など）
　②公開された文書（行政の刊行物、書籍、商店チラシなど）
　③その他歴史的資料（古文書、昔の様子がわかる日誌等の記録など）
　※収集した資料は、内容等を記録したうえ、専門家から高い評価が得られたものを

優先に、町史編さんに使用させていただく予定です。

安田町史編さん事業にご協力ください

町文化センター２階に
『町史編さん室』を設
置しました。
５月から編さん作業を
本格始動します。
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連絡・問い合わせ先　町教育委員会　☎３８－６７１４　ＦＡＸ３８－６７１７
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和通信
なごみ

●安田まちなみ交流館・和では毎月１回「採樵歌」を読む会を開催しています。
　昔のくずし字で書かれた和歌を講師の方と一緒に読み解いていきます。和歌の
一つ一つから順蔵の年齢や心情、時代背景などを読み解くのは、その時代にタイム
スリップしたような面白い感覚にとらわれます。
　旧柏原邸の風情ある中で開催していますので、興味のある方や参加を希望され
る方は当館までご連絡ください。
＊「採樵歌」とは・・・安田町の歴史的人物の一人である「髙松順蔵」が残した２千首余
の和歌集。髙松順蔵が２０～３０年の歳月をかけて書き溜めた和歌を順蔵自ら編
集し、まとめたとされている。年月の詳細な記録は残しておらず、季節や人物など
で分類されているため、和歌から年月を想像する楽しみがある。
☆開催日：毎月第３水曜日・午後１：３０～午後３：００
　（次回は５月１８日・午後１：３０～午後３：００を予定しています）
　　　場　所：旧柏原邸
　　　参加費：無料
●あんたろうカフェ＆ペーパーバッグ作り
☆開催日：５月29日（日）　午前１0：0０～正午・午後2：00～午後4：00（各先着12名）
☆参加費：1,000円（コーヒー・お菓子代・観覧料等込）　※下記まで事前にお申し込みください

※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として休館することがありますので、ご理解、ご
協力をお願いします。

安田まちなみ交流館・和
開 館 時 間／午前9：00～午後5：00（最終入館午後４：３０まで）
企画展観覧料／300円（高校生以下、障害者手帳提示者等無料）
休　館　日／火曜日（祝日の場合はその翌営業日）
安田町大字安田１６７４番地１　☎・FAX 38-3047

安田町歴史･文化･観光ナビサイト なごみの旅
　https://yasuda-nagomi.com/

安田町なごみの旅

安田の昔ばなし ～新安田文化史より～
やす　  だ むかし しん　やす　だ　 ぶん　か　 し

その七
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　文久二年の秋の或る夜、中山郷

西の川の豪農西岡幸右衛門の弟直

次が、夜なべに草履を作ろうと

思って、軒下に置いてあった藁を

とりに行くと、藁の上に、一文銭

が二つ乗っている。不思議に思いつつも直次が、

一心に草履を作っていると、チンチンと音がして

座っている筵の上に一文銭が転って来た。音がし

たのは、銭が敷居に当って落ちた音だった。

　直次は驚いて外に出てみたが、仲秋の名月が自

分の姿を写すばかりで誰もいない。大方狸のいた

ずらだろうとなおも仕事を続けていると、何処か

らともなく今度は一朱銀が降ってきた。

　その夜が始まりで、その次の夜も同じように銭

が降ったので、忽ち村中のひょうばんになり、噂

を聞いて近在の人々がわざわざ見にくるように

なった。いろいろの噂が村中に乱れとんだが、何

しろ目出度いというので、間下の清岡大庄屋を始

め、郷士の清岡常馬等が先頭で郷中の有志連中が

酒・肴をたずさえて祝にやって来た。そしてにぎ

やかな酒宴になり、当時流行した「ヨーホイ、

ヨーホイ、ヨイコリャセ」と云う歌をうたって踊

り狂った。その間にも、酒席の鉢や皿にチン、チ

ン当って銭が降ったと云うから、土間や庭ばかり

ではなく家の中までも降りこんだものらしい。

　銭はひっきりなしには降らず一時間又は半時間

おきに少しずつ降った。こうして四、五日の間降

り続き、台付盆に盛上げて一杯位いになって止ん

だ。銭の種類は、一文銭が主で、それに一朱銀や

二朱銀が交っていた。その銭はしばらく盆に入れ

て、神前に祭ってあったが、早く使わんと木の葉

になるかも知れんという者があって、すぐ使って

しまったという。銭を盛上げてあった盆は、今で

も西岡家に伝えられている。この話は作り話でな

く、実際に降るのを見た幸右衛門、その妻かね

（大正五年歿）から聞いたものである。

　西岡家は、代々西の川の名本も勤め、当時郷中

の金持で、藩公へ「お寸志金」、「お借立金」等

を用立てたりして、時には藩庁から「御酒下さ

れ」の賞を受けたりしている。これは実話で、そ

の当時は幕末で天下は勤王・佐幕等と騒いでいた

ので、勤王家の者が全国的に所々で銭を降らせ、

人々を喜び踊り狂せている中に、密に討幕の計画

を進めていたとも云われている。
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　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、全国瞬時警報システム（Ｊ－アラート）を活用した情報伝達
試験を行います。
　これにより、町内各所にある防災行政無線の屋外スピーカー及び各家庭に設置している告知端末から警報
が流れますが、試験放送ですので実際の災害と間違わないようご注意ください。
　

　　試験の日時

Ｊアラートの全国一斉情報伝達試験のお知らせＪアラートの全国一斉情報伝達試験のお知らせ

令和４年　５月１８日（水曜日）　午前１１時００分

　町では、今後刊行予定の「安田町史」の編さんにあたり、まちのあゆみ・歴
史を物語る資料や情報を収集しています。
　安田町の歴史を書き残して、後世に伝える大切な事業ですので、町民の皆さ
まのご協力をお願いします。
　安田町に関する以下のものをお持ちの方は、町教育委員会までご連絡くださ
い。

　①写真・映像記録（明治から平成までの建物や地域の風景、祭り、行事など）
　②公開された文書（行政の刊行物、書籍、商店チラシなど）
　③その他歴史的資料（古文書、昔の様子がわかる日誌等の記録など）
　※収集した資料は、内容等を記録したうえ、専門家から高い評価が得られたものを

優先に、町史編さんに使用させていただく予定です。

安田町史編さん事業にご協力ください

町文化センター２階に
『町史編さん室』を設
置しました。
５月から編さん作業を
本格始動します。
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　今年も9月1日の佳日に県内5会場で、高知新聞社・RKC高知放送・高知新聞社会福祉事業団の主催によ
る「金婚夫婦祝福式典」を次のとおり実施します。

資　　　　　格　昭和47年1月1日から同年12月31日までに婚姻届をしている高知県在住のご夫婦（それ以
前の届け出でも初めて申し込む方は可）
※事情により婚姻届が遅れた方は係にご相談ください。

式　典　日　時　令和4年9月1日（木）午後2時開始
場　　　　　所　安芸市 ホテルタマイ（対象市町村：安芸市、室戸市、安芸郡全町村）
内　　　　　容　関係各位からご祝辞をいただき、祝辞状やおよろこびの品々を贈呈して祝福します。
参加者への通知　8月上旬ごろに直接ハガキでご案内します。
申し込み方法　便箋あるいは申し込み用紙に ①氏名（ふりがな）②生年月日　③年齢　④職業　⑤郵便番

号　⑥住所　⑦電話番号　⑧結婚記念日　⑨氏名等の新聞掲載の可否を明記し、郵送または
ご持参ください。インターネット（スマートフォン、タブレット端末、パソコン）からも申し
込みできます。
※申し込み用紙およびインターネットによる申し込みは、高知新聞企業のウェブサイト
（https://www.kochi-sk.co.jp/event/kinkon65.html）で詳細をご確認ください。

申し込み期限　令和4年6月10日（金）まで（必着）
※個人情報の取り扱いに関して

応募の際にご記入いただいた個人情報は、高知新聞紙面での氏名・市町村名の紹介、運営上
の管理及び本人への連絡の用途に限り利用いたします。

申し込み・問い合わせ先
〒780-8666　高知市本町3丁目2-15
株式会社 高知新聞企業 事業部内「金婚式」係
　担当　増田裕香
☎088-825-4328
E-mail y-takano@kochi-sk.co.jp

第65回 金婚夫婦祝福式典のお知らせ

※日時・内容等が変更や中止になる場合がありますのでご了承ください。興味のある方は、ぜひ見学・体験にお越しください

　あったかふれあいセンターは、どなた
でも参加できます。
問い合わせ先　町社会福祉協議会
　☎３８－５５００　FAX38－6878
　（担当：小川）
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つぶやき…これからの季
節、熱中症対策が重要！
マスク着用で水分摂取
の機会が少なくならない
ようにしましょう。…小川

　３／２８内川真紀さんの好意で手話勉強
会を行いました。「皆が気を付けてくれた
ら、身振り手振りを付けて話してもらえたら、
理解でき楽しく過ごせます」障害の有無に
かかわらず、コミュニケーションの大切さを再
確認しました。ありがとうございました。

月　10：00～15：00
木　13：30～15：00
火　10：00～14：00
金　13：30～15：00
水　10：00～15：00
（カフェ10：00～14：00）
月・木  9：30～11：30
金　10：00～12：00
金（月２回）13：30～15：00
木　13：30～15：00
月（第1）15：00～18：00
月　13：30～15：00
月・木　13：30～15：00
火・木　10：00～15：00
水・金　13：30～15：00

金　10：00～11：30

金　13：30～15：00
火   9：30～11：00
金　13：30～15：00
水　13：30～14：30
火・金　10：00～11：30
金　13：30～15：00
火（第１・３）１３：３０～１５：００
　（第２・４）１３：３０～１５：００
金（第1・3）13：30～15：00
木（第２）　９：００～１１：００
木　　　　９：００～１２：００
金　10：00～15：00

音楽療法　5／16（月）　13:30～

輝るぽーと移動販売  毎週（火）  13:30～

　
リハビリ教室　5／18（水）　13:30～
（カフェ　飲み物・お菓子のセット代２００円）
　
　
休館中

男性の料理教室　食事代１０００円
輝るぽーと移動販売  第1・3（月）  14:45～
輝るぽーと移動販売  第2・4（月）  14:45～
アロマ教室　5／19（木）　10:00～
3Ｂ体操　5／18（水）　13:30～
3Ｂ体操　5／20（金）　10:30～
輝るぽーと移動販売  毎週（金）  11:30～
いきいき食堂　5／25（水）　12:00～
（お弁当代300円要予約、会場にて食事）
輝るぽーと移動販売  第1・3（金）  14:45～
　
休館中
　

防犯教室　5／20（金）　13:30～
バンド練習
コーラス練習

定例会
バンド練習

名　称

若鮎会

ときめき中山
なかやま（金）
ほたるの会

（ほたるカフェ）
福祉館

ぽかぽかデー 
ほんわか和田 
間　下
男dayの会
いこい
中村東
ふれあい
唐　浜

不動いきいきくらぶ

東　谷
西   北
内京坊
射　場
庄　田
西　島

安田はまゆう合唱団

手作り大好きクラブ
とりちゃんクラブ
とりちゃんバンド
ひまわりくらぶ

実　施　日　時 行　事 ・ 各　種　教　室実　施　場　所

保健センター

集落活動センターなかやま
集落活動センターなかやま

保健センター

福祉館
せせらぎの郷 小川
和田集会所
間下集会所
保健センター 

東島老人憩いの家
中村東集会所

地域ふれあいセンター
唐浜老人里の家

不動集会所

東谷集会所
小松さん宅
内京坊集会所
射場集会所
保健センター
西島老人里の家

保健センター

保健センター

保健センター

地域ふれあいセンター

❖ 社協あったかふれあいセンター事業　5・6月の予定 ❖
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３月計

７２

９９

△２７

２１７

３００

△８３

交通事故の概況
（令和４年１月１日～令和４年３月３１日）

１.県内

２.安芸署管内

３.安田町発生件数

（　）内は３月発生件数

（　）内は３月発生件数

※１、２は物損を除く

２

３

△１

５

３

２

１

０

１

６

５

１

百歳体操ポイント
＜呼吸をしましょう＞
① 呼吸をすることで効果が倍増します。
② 声を出し（１、２、３・・・と）号令をかけることで、
自然に呼吸ができます。
③ 呼吸を止めていると、肺に強い力が入り過ぎ
血圧が上がります。

＜筋肉をつけましょう＞
① 筋肉をつけることで、認知症予防になります。
② 筋肉をつけることで、脱水症予防になります。
　（筋肉が水分を体内にとどめてくれます）
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　今年も9月1日の佳日に県内5会場で、高知新聞社・RKC高知放送・高知新聞社会福祉事業団の主催によ
る「金婚夫婦祝福式典」を次のとおり実施します。

資　　　　　格　昭和47年1月1日から同年12月31日までに婚姻届をしている高知県在住のご夫婦（それ以
前の届け出でも初めて申し込む方は可）
※事情により婚姻届が遅れた方は係にご相談ください。

式　典　日　時　令和4年9月1日（木）午後2時開始
場　　　　　所　安芸市 ホテルタマイ（対象市町村：安芸市、室戸市、安芸郡全町村）
内　　　　　容　関係各位からご祝辞をいただき、祝辞状やおよろこびの品々を贈呈して祝福します。
参加者への通知　8月上旬ごろに直接ハガキでご案内します。
申し込み方法　便箋あるいは申し込み用紙に ①氏名（ふりがな）②生年月日　③年齢　④職業　⑤郵便番

号　⑥住所　⑦電話番号　⑧結婚記念日　⑨氏名等の新聞掲載の可否を明記し、郵送または
ご持参ください。インターネット（スマートフォン、タブレット端末、パソコン）からも申し
込みできます。
※申し込み用紙およびインターネットによる申し込みは、高知新聞企業のウェブサイト
（https://www.kochi-sk.co.jp/event/kinkon65.html）で詳細をご確認ください。

申し込み期限　令和4年6月10日（金）まで（必着）
※個人情報の取り扱いに関して

応募の際にご記入いただいた個人情報は、高知新聞紙面での氏名・市町村名の紹介、運営上
の管理及び本人への連絡の用途に限り利用いたします。

申し込み・問い合わせ先
〒780-8666　高知市本町3丁目2-15
株式会社 高知新聞企業 事業部内「金婚式」係
　担当　増田裕香
☎088-825-4328
E-mail y-takano@kochi-sk.co.jp

第65回 金婚夫婦祝福式典のお知らせ

※日時・内容等が変更や中止になる場合がありますのでご了承ください。興味のある方は、ぜひ見学・体験にお越しください

　あったかふれあいセンターは、どなた
でも参加できます。
問い合わせ先　町社会福祉協議会
　☎３８－５５００　FAX38－6878
　（担当：小川）
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つぶやき…これからの季
節、熱中症対策が重要！
マスク着用で水分摂取
の機会が少なくならない
ようにしましょう。…小川

　３／２８内川真紀さんの好意で手話勉強
会を行いました。「皆が気を付けてくれた
ら、身振り手振りを付けて話してもらえたら、
理解でき楽しく過ごせます」障害の有無に
かかわらず、コミュニケーションの大切さを再
確認しました。ありがとうございました。

月　10：00～15：00
木　13：30～15：00
火　10：00～14：00
金　13：30～15：00
水　10：00～15：00
（カフェ10：00～14：00）
月・木  9：30～11：30
金　10：00～12：00
金（月２回）13：30～15：00
木　13：30～15：00
月（第1）15：00～18：00
月　13：30～15：00
月・木　13：30～15：00
火・木　10：00～15：00
水・金　13：30～15：00

金　10：00～11：30

金　13：30～15：00
火   9：30～11：00
金　13：30～15：00
水　13：30～14：30
火・金　10：00～11：30
金　13：30～15：00
火（第１・３）１３：３０～１５：００
　（第２・４）１３：３０～１５：００
金（第1・3）13：30～15：00
木（第２）　９：００～１１：００
木　　　　９：００～１２：００
金　10：00～15：00

音楽療法　5／16（月）　13:30～

輝るぽーと移動販売  毎週（火）  13:30～

　
リハビリ教室　5／18（水）　13:30～
（カフェ　飲み物・お菓子のセット代２００円）
　
　
休館中

男性の料理教室　食事代１０００円
輝るぽーと移動販売  第1・3（月）  14:45～
輝るぽーと移動販売  第2・4（月）  14:45～
アロマ教室　5／19（木）　10:00～
3Ｂ体操　5／18（水）　13:30～
3Ｂ体操　5／20（金）　10:30～
輝るぽーと移動販売  毎週（金）  11:30～
いきいき食堂　5／25（水）　12:00～
（お弁当代300円要予約、会場にて食事）
輝るぽーと移動販売  第1・3（金）  14:45～
　
休館中
　

防犯教室　5／20（金）　13:30～
バンド練習
コーラス練習

定例会
バンド練習

名　称

若鮎会

ときめき中山
なかやま（金）
ほたるの会

（ほたるカフェ）
福祉館

ぽかぽかデー 
ほんわか和田 
間　下
男dayの会
いこい
中村東
ふれあい
唐　浜

不動いきいきくらぶ

東　谷
西   北
内京坊
射　場
庄　田
西　島

安田はまゆう合唱団

手作り大好きクラブ
とりちゃんクラブ
とりちゃんバンド
ひまわりくらぶ

実　施　日　時 行　事 ・ 各　種　教　室実　施　場　所

保健センター

集落活動センターなかやま
集落活動センターなかやま

保健センター

福祉館
せせらぎの郷 小川
和田集会所
間下集会所
保健センター 

東島老人憩いの家
中村東集会所

地域ふれあいセンター
唐浜老人里の家

不動集会所

東谷集会所
小松さん宅
内京坊集会所
射場集会所
保健センター
西島老人里の家

保健センター

保健センター

保健センター

地域ふれあいセンター

❖ 社協あったかふれあいセンター事業　5・6月の予定 ❖
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交通事故の概況
（令和４年１月１日～令和４年３月３１日）

１.県内

２.安芸署管内

３.安田町発生件数

（　）内は３月発生件数

（　）内は３月発生件数

※１、２は物損を除く
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０
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１

百歳体操ポイント
＜呼吸をしましょう＞
① 呼吸をすることで効果が倍増します。
② 声を出し（１、２、３・・・と）号令をかけることで、
自然に呼吸ができます。
③ 呼吸を止めていると、肺に強い力が入り過ぎ
血圧が上がります。

＜筋肉をつけましょう＞
① 筋肉をつけることで、認知症予防になります。
② 筋肉をつけることで、脱水症予防になります。
　（筋肉が水分を体内にとどめてくれます）
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納期限日

固定資産税 第1期分
軽自動車税 全期分
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お父さん、お母さん、ありがとう！ぼく、1歳になりました。
今月号では令和３年４月生まれの子どもを紹介します。
とびっきりの笑顔でデビューです。 ４月２２日生まれ

中島 大琥くん
（東島）父：史博さん
　　　  母：愛さん

これからもお姉ちゃんと仲良く、
元気いっぱい、ニコニコ笑顔いっ
ぱいの大琥で、みんなを楽しませ
てね┻

た　く

大きく
　なったでしょ！

　安田町内の登録店舗等で使用できる商品券
「がんばるやすだ応援券」（1人あたり1万円分）
を、４月末から各世帯主あてに「ゆうパック」
でお届けしています。

　長期不在などで受け取りがなかった商品券は
町で保管していますので、受け取りを希望する
方は令和4年9月30日までに受け取り手続きを
行ってください。
　手続きには本人確認書類や印鑑が必要です。
また、世帯主以外の世帯員や、委任による代理
人でも手続きできます。
　詳細については、町ホームページをご覧いた
だくか、下記までお問い合わせください。

＜商品券使用期間＞
令和4年5月1日～令和4年9月30日
＜商品券が使用可能な店舗等＞
商品券発送時に4月15日時点の登録店舗一覧を
同封しています。また、各店舗等には、ポス
ター等が貼られています。

使用期限は令和4年9月30日（金）までです！使用期限は令和4年9月30日（金）までです！

問い合わせ先　役場総務課　☎38－6711　FAX 38－6780 
　　　　　　　町HP　https://www.town.yasuda.kochi.jp/

※使用に関する注意事項は商品券裏面に記載があります

●商品券使用にあたり、つり銭は出ません。
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